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研究成果の概要： 
 近年の世界的な格差拡大を背景として、平等と不平等に関する思想史的研究が進展している。

本研究は、アリストテレス、D.ヒューム、A.スミス、K.マルクス、A.センなどの代表的な平等主

義思想を比較考察して、それらに共通する論理構造を分析した。その結果、アリストテレスの分

配的正義論における比例的平等の思想（価値に比例した分配）が上記の思想家の平等論に継承さ

れていることを確認した。 
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１．研究開始当初の背景 
 

 近年の日本と世界における経済格差の急速

な拡大を背景として、平等と不平等に関する

さまざまな思想的・理論的・実証的研究が進

展している。しかし平等主義の思想史的研究

においては、さまざまな思想史家の平等主義

思想が個別的に研究される一方で、それらに

共通する問題構成や論理構造を解明する研究

はほとんどなされていない。 

 また平等主義をめぐる思想史的研究は哲学

史・政治思想史・経済思想史などの各領域に

分かれており、それらの総合を意図した研究
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も非常に少ない。 

 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究では、古代から近代までに登

場した代表的思想家の平等主義思想の問題構

成と論理構造を分析し比較することを通じ

て、さまざまな平等主義思想に共通する論理

構造を解明すること、さらに哲学史・政治思

想史・経済思想史などの諸分野の研究成果を

可能な限り総合することを研究目的とした。 

 
 
３．研究の方法 
 

 上記の研究目的を達成するために、本研究

は、古代のプラトン、アリストテレス、近代

の D.ヒューム、A.スミス、K.マルクス、さら

に現代の J.M.ケインズ、A.センなどを中心に

して、歴史上の主要な平等主義思想の問題構

成と論理構造を分析し、それらを比較考察し

た。 

 とくに平等の思想的基礎づけに関して、哲

学的・非帰結主義的な論理と経済学的・帰結

主義的な論理とを区別し、さらに後者につい

ては供給サイドと需要サイドとを明確に区別

した上で、それぞれについて考察した。 

 

 
４．研究成果 

 

(1)平等の哲学的・非帰結主義的な基礎づけに

関しては、古代アリストテレスの平等論にお

ける基本論理とりわけ分配的正義論における

比例的平等の思想（価値に比例した分配）が、

近代の自然法思想、スミス、福祉国家思想、

マルクス、センなどに強固な思想的伝統とし

て継承されていることを確認した。 

 

(2)平等の経済学的・帰結主義的基礎づけに関

しては、機会および所得の平等がもたらす経

済的帰結の供給サイドからの考察（勤労意欲

の増進、労働生産性と経済成長率の上昇など）

と、需要サイドからの考察（消費需要の拡大、

投資の促進など）の両面において、18 世紀の

重商主義とスミスにおける高賃金の経済論が

現代まで継承されていることを確認した。 

 

(3)平等主義思想の歴史的伝統と、現代日本の

社会保障制度（年金、医療、介護など）の思

想的・哲学的基礎との間に、重要な関連があ

ることを確認した。 

 
 
５．主な発表論文等 
 
〔雑誌論文〕（計１件） 

 

①新村聡、平等と不平等の経済学―新自由主

義的「平等」と福祉国家的「平等」の対立、

季刊経済理論、査読有、第 43 巻第 1号、2006

年、pp.26-35。 

 
〔学会発表〕（計 8 件） 
 

①新村聡、アダム・スミスにおける貧困と福

祉の経済思想、経済学史学会第 72 回大会、、

2008 年 5 月 25 日、松山:愛媛大学。 

 

②新村聡、人間発達と自由・平等との関連に

ついて、基礎経済科学研究所第 30 回研究大

会、2007 年 9月 23 日、大阪:大阪経済産業大

学。 

 

③新村聡、K.マルクスと A.センの不平等論と

人間発達論、人間発達の経済学国際研究討論

集会、2007 年 3 月 22 日、中国:南京師範大学。 

 

④新村聡、マルクスの不平等批判の方法、経

済理論学会第 54 回大会、2006 年 10 月 21 日、

名古屋:愛知大学。 



 

 

 

⑤新村聡、マルクスとセンの不平等論、経済

学史学会第 70 回大会、2006 年 5 月 27 日、横

浜:神奈川大学。 

 

⑥新村聡、平等と不平等の経済学―新自由主

義的「平等」と福祉国家的「平等」の対立、

経済理論学会第 53 回大会、2005 年 10 月、東

京:大東文化大学。 

 

⑦Satoshi NIIMURA, Inequality and Economic 

Development in Adam Smith, History of 

Economics Society Conference, July, 2005, 

USA, Tacoma. 

 

⑧新村聡、ヒュ-ムとスミスにおける経済発展

と不平等、経済学史学会第 69 回大会、2005

年 5 月 29 日、大阪:大阪産業大学。 

 
〔図書〕（計 3 件） 
 

①新村聡編著、介護福祉のための経済学、弘

文堂、2008 年、新村聡分担執筆、第 1章 経

済とは何か、福祉とは何か、pp.56-68、第 7

章 福祉は景気をよくするか、pp.141-155、

第 8 章  福祉は成長にマイナスか、

pp.156-171。 

 

②平井俊顕編著、市場社会とは何か、上智大

学出版、2007 年、第 2章、新村聡、経済発展

と不平等―ヒュームとスミス、pp.25-44。 

 

③介護福祉思想研究会編、介護福祉思想の探

求―介護の心のあり方を考える、ミネルヴァ

書房、2006 年、新村聡、介護福祉の経済思想

―アダム・スミスを中心に、pp.220-234。 

 
６．研究組織 

 

(1)研究代表者 

 新村 聡（NIIMURA SATOSHI） 

 岡山大学・大学院社会文化科学研究科・教

授 

 研究者番号：00167561 

 

(3)連携研究者 


